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第 18回学校水泳研究会 
期日： 平成 30年 6月 2日（土曜日）午前 10 時～16時 00分 
場所： 鳴門教育大学（鳴門市鳴門町高島字中島 748） 
 講義棟 2F B201教室 
主催：学校水泳研究会 
後援：徳島県水泳連盟、四国体育・スポーツ学会徳島地区会 
対象：学校水泳・水泳指導に関係するすべての方々 

プログラム 
10:00  開会行事 
10:05～10:45 講演：なぜ学校水泳では泳げるようにならなかったのか 

 (鈴木智光：元愛媛県小学校教員) 
10:50～11:20 実践報告：8かきストロークゲーム授業実践報告 

 (三木寿人：高松市立十河小学校) 
11:20～12:00 解説講評：8かきストロークゲームのねらいと効果 

 (石川雄一：香川大学) 
13:00～14:00 講演：安全確保のための泳ぎの具体的内容と実践例 

 (椿本昇三：筑波大学) 
14:05～14:35 講演：小学校における泳力基準表の活用について 

 (新潟大学：大庭昌昭) 
14:40～15:10 講演：いま、学校水泳で目指すべきもの 

 (徳島市川内北小学校：篠原健真) 
15:15～16:00 ディスカッション：みんなで考える学校水泳の課題 

(全員参加) 
 ※プログラムは小変更される場合があります 

参加費用：無料 服装：カジュアル 

会場周辺には飲食店があまりありません。弁当持参等、参加者各自で昼食の手配をお
願いします。廃棄物の持ち帰りにもご協力をお願いします。 

問合せ先：鳴門教育大学大学院 学校教育研究科 生活・健康系コース（保健体育） 
松井研究室（088-687-6520、matsui@naruto-u.ac.jp）まで 

URL http://www.naruto-u.ac.jp/facultystaff/matsui/sss/ssstop.html 
資料等の準備の都合上、参加を希望される方は、予め参加者情報(氏名、所属、連絡先住所、電話、email,
等：書式自由)をemail(matsui@naruto-u.ac.jp)またはFax（088-687-6028）でお送りください。 
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なぜ、学校水泳では

泳げるようにならなかったのか

２０１８年６月２日 in 鳴門教育大

愛媛県 鈴木 智光

1

① 教師の熱意の不足

② 子供の能力

③ 環境や指導体制、指導時間の不足

④ 視点、指導方法

⑤ その他

2

なぜ、学校水泳では
泳げるようにならなかったのか

① 小学生の頃

② 中学生の頃

③ 高校生の頃

④ 大学生の頃

⑤ 教師になって

3

私の水泳歴

① 根性水泳

② ちょうちょう背泳ぎ

ワンタッチヘルパーを全国どこででも

教育技術の法則化運動

水泳指導法研究会 →着衣泳 サバイバルスイミングの視点

③ ラヌーの浮標 → 連続だるま浮きの考案

④ 連続だるま浮きを平泳ぎに進化させる

⑤ キックをさせなければ泳げるようになる

教師になってからの指導歴①（20代～４０代）

5

向山式跳び箱指導法

運動には原理原則がある
6

ちょうちょう背泳ぎの驚異的な効果

水泳指導にも原理原則がある

7

ちょうちょう背泳ぎ

8

ちょうちょう背泳ぎが追試されない原因

ヘルパーの使いにくさ→→→着脱が困難

• ヘルパーの改良

• ワンタッチヘルパーを全国どこででも入手できるように

9

ヘルパーの改良 全国どこででも
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10

ちょうちょう背泳ぎができるのに
平泳ぎができない？

ちょうちょう背泳ぎを追試して５年目、小３年を担任

ちょうちょう背泳ぎができるようになったのに

平泳ぎの距離が伸びない。

前年の指導メニューと比べると・・・

連続だるま浮きを抜かしていた。
11

NHK「ベストスイミング」

浅いプールでは足がついてしまう
12

ラヌーの浮標を浅いプールで

連続だるま浮き

・沈んだまま浮かび上がれない子に
・どの子も同じリズムで浮き沈みが可能に

13

背浮き指導に必要なヘルパーが
連続だるま浮きでも必需品に

14

ちょうちょう背泳ぎの意義

連続だるま浮きができれば

ちょうちょう背泳ぎができなくても 泳げるようになる。

では、ちょうちょう背泳ぎの意義は何だったのか。

① 水に身をまかせる脱力 →→→ 酸素摂取能力の高まり

② ゆったりとした呼吸のリズム →→→ 手と呼吸の連携

→→→ 心の安定

血液に乗せ、運ぶ

口・鼻から
取り込む

©小学校理科６年 学校図書

全身の細胞で燃やす

見える呼吸、見えない呼吸
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連続だるま浮きを平泳ぎに進化させる

１ 連続だるま浮きの（浮き沈みの）リズムを維持したまま

丸めていた体を伸ばし、その泳法のプルをする。

その際、下半身を脱力しキックをしない。

２ プルに合わせて呼吸をゆったりとできるようになってから

キックを加える。

どの段階で

・距離にして３００ｍ～５００ｍを泳げるようになってから。

どのように加えるのか

・手で水をかいた反動で脚がわずかに動く。

この無意識の動きをキックの起点にする。

17

キックをさせなければ泳げるようになる

呼吸を続けることができれば 泳ぎ続けることができる。

⇓

呼吸のリズムを乱す要因を除いておく。

・心（不安）

・乱れ打つキック

・意識しすぎるキック

この「裏技」でTV番組「伊東家の食卓」に出演。翌年より泳げない子の水泳

教室に招かれることが多くなり、万能型水泳指導プログラムにつながる。

呼吸を続けることを邪魔しなければ泳げる

18

無意識の足の動きが
その泳法のベストコンビネーションをつくる

特にプルとキックのタイミングが重要視される平泳ぎに効果的

子供への指示

水を手でかいたとき、足が勝手に動くことを感じたら

足をおしりに近づけて蹴り返しなさい。

クロール、背泳ぎでも

水を手でかいたとき、足が勝手に動くことを感じたら

それをきっかけにキックを軽く打ちなさい。
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①いつになったら泳ぎを教えてくれるのですか。

②プカプカさせているだけで泳げるようになるのですね。

③プカプカさせているだけだったのに、なぜ泳げるように
なるの？

特異な指導法

19

連続だるま浮き、他の教師の反応
⑥ 東日本大震災のショック

⑦ 指導法をまとめ広めよう 学習指導要領への提言

⑧ 福島県南会津での水泳教室 ライフジャケットへの子供の反応

⑨ 日本水中・水泳運動学会での発表

原理原則を示すキーワード 浮沈力

⑩ 浮沈力→万能型水泳指導プログラム

⑪ 学習指導要領に浮沈力を

教師になってからの指導歴②（50代～）

21

22

泳げない子、溺れる子をなくすために

２０１２年

１ 実践をまとめる。

２ 現場に伝え広める。

３ 教員養成系大学へ

４ 学習指導要領への提言

潜る、浮き続ける、呼吸の重視

水難事故への危機対応

23

どうしても泳げない根本的な理由
「心の問題」

・ 着衣泳をライブで参観

・ ライフジャケットの実践

ライフジャケットに対する子供の反応

「心の問題」を解決するアイテムに

南会津での水泳教室 2013年、2014年

24

「心の問題」を解決するには水との出会いが重要

子供（幼児、小学校低学年）は鉄棒にぶら下がることを喜ぶ。

また、土手の斜面を転がり降りたり、滑り降りたりすることなども喜ぶ。

水に対しても飛び込んだり、ぷかぷか浮いたりすることを喜ぶ。

こうした活動を通して水の中にいることを心地よいと感じるようになる。

このような体験がなかったり、不快な体験をしてしまうと対象が嫌いになったり
恐怖心を持ったりする。

水を嫌いになったり恐怖心を持ったりしている子に浮沈力をつけようとしても困
難を極める。（本人ができるようになりたいという強い意志を持っている場合を除
き）

だからこそ水との出会いは重要である。

水を快と感じるのは暑さという不快を解消してくれるときである。

水を楽しいと感じるのは高い所から飛び込んで空中に身を投げ出し水中に落
下しても怪我をすることがなくスリルを楽しめるからである。

水を楽しいと感じるのはぷかぷかと浮く無重力のような感覚を楽しめるからで
ある。

25

学校水泳で
命を守る力、泳げる力をつけるために

２０１５年

願い・・・「浮沈力」を学習指導要領に明記する。

浮沈力という言葉が教師の常識になれば
学校の水泳指導は変わる。

本質的な理由を示す言葉が必要

浮沈力

学習指導要領への提案
○ 浮き続けて呼吸を続けることができる

○ 浮き沈みを繰り返して呼吸を続けることができる

リズミカルに

浮き沈みしながら

呼吸を続ける力

26

浮沈力 とは？

息を止める・吐く・吸う、手で

水を押さえて浮かび上がる、

脱力するなどの力を浮力に

身を任せながら、ゆったりとリ

ズミカルに統合し呼吸を続け

る力である。

簡単に言えば 詳しく言えば

浮沈力は泳法とサバイバルスイミングの核

命を守る

○危機察知能力
○危機回避能力
○危機対応能力

・連続だるま浮き
・ラヌーの浮標
・背浮き
・着衣泳

･･･・等
○その他

進 む

連続だるま浮き
↓
クラゲ足平泳ぎ

↓
○平泳ぎ
○クロール
○背泳ぎ
○バタフライ
○その他

浮
沈
力
＝
浮
き
沈
み
し
な
が
ら

呼
吸
を
続
け
る

万能型水泳指導プログラム
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海とのお付き合い発達図

⑥

⑤ 進む

④ 沈む・浮く

③ 潜る

② 飛び込む

① 水に触れる・水に入る

危機への対処・応用能力
水難事故の知識

（可泳能力）

（浮漂能力・浮沈能力）

（潜水能力）

幼少

小学校高学年

（落水体験）

海
辺
の
子
が
自
然
に
身
に

付
け
て
い
た
力

教
育
で
教
え

る
力

年
齢

29

•水難事故の知識、対

処・応用能力→智恵

⑥危機に

対処する

•可泳能力→ 技⑤ 進む

•浮沈能力→ 技④ 沈む・浮く

•酸素摂取能力→体③ 潜る

•楽しみ・喜び→心② 飛び込む

•興味→心① 水に触れる・水に入る

心・技・体・智恵の視点から見ると

推進力＝
泳法

浮沈力・
背浮き力

呼吸力

気持ちいい、楽しい
水が好き心

潜る、水中で息を止める
酸素摂取能力

キックを加える

浮沈力・・・浮き沈みに合わ
せて呼吸を続ける（手の
動きと呼吸を合わす）
背浮き力・・・脱力して水に
抱かれ呼吸を続ける

どのような力が必要か、その構造

31

２５ｍを泳げなかった５４名の6日後の記録・・・平均４０７ｍ
松山市S小 ４年生 ２０１３年

Aグループ7名の泳げない理由のほとんどは心の問題であった 32

心の問題がないのに泳げない子

33

息を吸い潜る → 浮き上がる → 鼻から息を出す

浮沈力の核心＝クジラの潮吹き

34

鼻腔内圧と軟口蓋の開閉

• 軟口蓋が開いていると鼻から水が入る。（ツーンとくる）

• 軟口蓋が閉じていると鼻から水が入らない。

• 軟口蓋は鼻腔内圧が高くなると閉じる。

• 鼻腔内圧を高めるには鼻から呼息することが重要。

クジラの潮吹き

• 口からだけ呼息しようとすると、鼻腔内圧が高まらな
いため軟口蓋が閉まらない。

そのため鼻から水が入る。 原英喜氏論文より考察

１回のストローク中、キックを２回打つというバタフライ
のプルとキックのコンビネーションをどうつくるか。

方法① キックを主体、プルは副

バタフライのみ意識的なキックをさせる。

方法② プルと呼吸を合わす。下半身は脱力

他の３泳法と同様に意識的なキックをさせない。

バタフライ
１ストローク、２キックのコンビネーションをどうつくるか

四国中央市立北小学校５年２３名のバタフライの６日後の記録 （2016年）
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37

私は水泳がニガテでした。しかし、鈴木先生の授業を受け

てからバタフライという新しい泳ぎを覚えました。放課後の

水泳特別練習でもバタフライの練習を始めると何百ｍ、１

ｋｍも泳いだりすることができるようになり「バタフライって

、ムズかしくなくておもしろいな」と感じました。私もびっくり

するほどタイムは縮まりました。２５ｍのタイムが２４秒に

なり市の標準記録をたった数回でとっぱすることができま

した。・・・私は水泳が好きになったし、クロールのタイムも

はやくなりました。バタフライのおもしろさをたくさんの人に

伝えたいと思いました。（５年女子）
38

キックをしないことで生まれる
キックのタイミング

• キックをしないと手と呼吸の協応動作（連携）が容易
にでき、下半身がさらにリラックスしてくる。

• 下半身がリラックスすると足が勝手に動くようになる。

（ 手のかきの反動として動く。 「反り動作」 ）

体は自然にバランスをとろうとする。

• この勝手に動いた時がキックの起点となる。

39

① 教師の熱意の不足

② 子供の能力

③ 環境や指導体制、指導時間の不足

④ 視点、指導方法

⑤ その他

呼吸が続かないから泳げない

呼吸が続かないから命を守れない

・ 呼吸を続けるために必要な技能の分析

・ その技能の学習指導要領への明記

視点は学習指導要領に規定される 40

なぜ、学校水泳では
泳げるようにならなかったのか

背浮きや浮き沈みをしながら、タイミングよく呼吸をしたり
、手や足を動かしたりして、続けて長く浮くことができるよ
うにする。

［例示］

• 10～20秒程度を目安にした背浮き （略）

• ３～５回程度を目安にした浮き沈み

大きく息を吸ってだるま浮きをした状態で、友達に背中を
押して沈めてもらい、息を止めてじっとして水面に浮上する
浮き沈みを続けること。

浮いてくる動きに合わせて両手を動かし、顔を上げて呼吸
をした後、再び息を止めて浮いてくるまで姿勢を保つ浮き沈
みを続けること。 41

新学習指導要領 「安全確保につながる運動」

① 浮沈力から泳法へ発展させる指導法の普及

浮沈力・・・核となる技能

下半身の脱力により生ずる「無意識の足の動き」をキックの起点にする

② 子供の能力への理解・・・短期間で数百ｍ以上泳げる

③ 心の問題 低学年の指導の在り方

ライフジャケットなどを使用し深さの中で浮力を楽ませ、水中活動を好き
にさせる指導の導入

④ 「飛び込み」という言葉の定義を明確に
立ち（足）飛び込みすら禁止している現場

42

新学習指導要領 今後の課題

43
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実践報告 
児童が主体的・対話的に学び合い、 
課題解決を図る水泳授業を考える 

～第５学年「８かきストロークゲーム」～

香川県高松市立十河小学校 
教諭　　三木　寿人

mikihide.1006@gmail.com

第１８回学校水泳研究会　２０１８年６月２日（土）　会場：鳴門教育大学

今日の流れ

1.はじめに 

2. 高松市の水泳授業について 

3. 本実践について 

4. おわりに

１　はじめに
前任校について（高松市立高松第一学園） 
　平成２２年４月に近隣の小・中学校が統合し、四国で最初の
施設一体型小中一貫教育校として開校した。

　奥：小プール（最深約１．０m） 
手前：大プール（最深約１．５m） 
※１～４レーンは水深調整台を設置し、
水深を約１．３mにしている

小学校（全校生）：約６６０名 
中学校（全校生）：約３３０名

２　高松市の水泳授業について
• ６月～７月にかけて実施（約１ヶ月間）している 

• 能力別指導（コースを分ける）、または教師の一方向的な指導（特に
技能下位児に対する）によるものが一部見られる 

結果として
▲全ての児童が、自ら課題を持って学ぶ機会が少なく、主体的な学び
が保証されにくい（やらされている感、上位児の意欲低下など） 

▲能力別指導によって、児童同士の「かかわり」が少なく、対話的な
学びが保証されにくい 

▲教師による一方向的な指導によって、児童自らが課題解決する場が
少なくなり、深い学びが保証されにくい

他領域で例えると

・体育科「球技」ゴール型バスケットボール

Aコート 
技能上位児のみ

Bコート 
技能中位児のみ

Cコート 
技能下位児のみ

Aコート 
技能上位児 
技能中位児 
技能下位児

Cコート 
技能上位児 
技能中位児 
技能下位児

Bコート 
技能上位児 
技能中位児 
技能下位児

他教科で例えると
・算数科「１けたでわるわり算の筆算」

黒　　　　板

習熟度　高い 
各自が自由に学習 

発展的な内容に挑戦する。

・わる数が２けた 
・わる数が３けた 

等

習熟度　低い 
個別に学習 

　基本的な学習内容につ
ながる前の学年の内容を
振り返る、練習する。 

・九九の確認 
   ・ひき算の筆算 

等

習熟度　普通 
一斉授業 

　基本的な学習内容に 
取り組む。 

・わる数が１けた 
   ・筆算の手順の確認 
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これまでの高松市の実践について 
～クロールにおける系統性を中心に～

H２９　１０月２７日 
第５５回中・四国小学校体育研究大会（香川大会）

H２７　４年生「浮く・泳ぐ運動」　　　５かきンピック

H２８　５年生「水泳」　　　　　　　　８かきンピック

H２６　１年生「水遊び」　　　　　　あおくんゆうびん

H２９　２年生「水遊び」　　　　　　チャレンジコース

これまでの高松市の実践について 
～クロールにおける系統性を中心に～

年度 学年 ねらい 主教材 成果

29 2
遊びを通して、自ら進んで
水中で目を開けたり、浮い
たりすることができる。

チャレンジコース

遊び（宝取りゲーム）を自分事と
して楽しんで取り組み、楽しく活
動する中で、自然に体を浮かせら
れるようになった。

28 5
クロールの呼吸のタイミン
グを見つける。 ８かきンピック

８かきで進める距離を伸ばす練習
だけをしたことで、呼吸するタイ
ミングをつかみ、ほとんどの児童
が25m以上泳げるようになった。

27 4 クロールにおけるストロー
クの重要性に気付く。 ５かきンピック

ほとんどの児童が手を大きく強く
かくようになった。１かきを大切
にすることで、理想的なストリー
ムラインで泳げるようになった。

26 1 水遊びを通して呼吸の重要
性に気付く。 あおくんゆうびん

バブリングの必要性、吸うために
は吐くことの必要感を感じられ
た。

H２９　１０月２７日 
第５５回中・四国小学校体育研究大会（香川大会）

３　本実践について

• 期間　平成２９年６月１９日～７月１３日 

• 対象　第５学年　３７名 

• 単元名　「８かきストロークゲーム」 

（水泳　クロール）

３　本実践について
◯児童の実態について 
①質問紙調査から（実践前） 

理由 

好き 好きではない

31 6

好き 好きではない
・泳ぐのが楽しいから 
・水がとても気持ちよくて、泳ぐと楽しいから 
・いつもはできない（泳ぐこと）ができるから 
・あまり得意ではないけど、目標に向かって達
成できたら嬉しいから 
・友だちと一緒に学習できるし、困った時教え
てくれるから

・息継ぎができないから 
・泳げないから／泳ぐのが苦手だから 
・鼻の中に水が入って痛くなるから 
・泳ぐのが嫌いだから

３　本実践について
◯児童の実態について 
①泳力調査から（実践前） 

▲気になる児童の様子 
・水に顔をつけてもすぐに顔を拭う 
・両足を床から離して、体を浮かすことができない 
・息継ぎができず、がむしゃらに手をかいて５ｍすぎて立つ 

０～１０ｍ １１～２０ｍ ２１～２５ｍ 見学

4 7 18 8

３　本実践について
◯教材設定について 
①技能差に関係なく、また能力別のコース指導でもない、全て
の児童が学習に意欲的に取り組めるような教材を用いることで
泳力の向上を図る。 
②毎時間、導入時に水遊び的な運動や浮く運動（連続だるま浮
き）を取り入れることで、主運動に繋がる感覚を身に付ける。 
③浮くことに苦手意識がある児童には補助具の使用を促す。 

『８かきで泳げる距離を伸ばしていくには 
どうすればいいのだろうか』 
共通の学習課題を設定する
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３　本実践について
◯指導について 

・毎時間のはじめに感覚づくりの運動として、水中じゃんけんや水中歩行、
だるま浮き→連続だるま浮き（１分間）を取り入れる。 

・児童の技能差が均等になるような異質のグループを編成し、共通の学習課
題の解決に向けた学び合いをねらう。（１グループ７～８名　合計５グループ）

・毎時間の終末に自己記録に挑戦する時間を確保し、本時の学びが試せるよ
うにする。　→ 記録集計カードの工夫 

・浮くことに苦手意識がある児童には、補助具の使用を認め、浮くことの感
覚づくりを最優先にした。 

３　本実践について
• 単元について

◯目標 
・クロールの効率的な手や足の動かし方で、２５ｍを楽に泳ぐことができる。 
・水特有の感覚を経験することを通して、クロールの手や足の効率的な動かし方が分かる。 
・積極的にグループの友だちとお互いの動きを見合って、動きの様子を伝え合い、課題解決を図ろうとする。 
・自分や友だちの安全に気をつけながら、意欲的に学習に取り組む。 

◯構成（全６時間）
学習内容 児童の意識の流れ 教師の支援や評価

１　レディネスを調べ、学習の流れを
とらえる。

・次時からの学習活動で用いるグループを編
成するため、児童の８かきにおける泳力を調
べる。

２　けのびのポイントを見つける。
・息継ぎや８かきできずにおわる児童がいて
もよい。また、息継ぎにはふれない。 

３　手と足の推進力を比べ、効率的
な手のかき方を見つける。

・８回手をかくときと、８回キックするとき
の進み具合を比較させる。（補助具の使用
◯）

４　より楽に長く泳ぐための息継ぎの
仕方を見つける。

・チームの記録を伸ばすために、効率的な息
継ぎが必要なことに気付かせる。 
・お互いに泳ぎを見合えるよう、見る視点や
ポイントを伝える。

５～６　友だちと泳ぎを見合いなが
ら、自己の記録に挑戦する。

・何度も自己記録に挑戦する時間を確保す
る。

８かきでもっと遠くに進むにはどうすればいいの
だろう。

けのびは、鉛筆のように指先は細長く、体は一直
線にするとスーッと進むよ。

手の方がよく進むから、手のかきが上手になれば
８かきの記録も伸ばせそうだよ。

１かきを丁寧に楽にかくには、息継ぎが必要だね。
息継ぎは横を向いてすると良さそうだよ。

友だちとお互いに泳ぎを見合うことで記録が伸び
たよ。

３　本実践について
感覚づくり

動きを見合う

毎時間の振り返り

グループ間競争

３　本実践について
感覚づくり

３　本実践について
動きを見合う

３　本実践について
毎時間の振り返り

個人の記録（伸びた距離）
学習内容（児童の気付き）
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３　本実践について

グループ間競争

３　本実践について

３　本実践について ４　おわりに◯成果
質問紙調査から（単元後）

好き 好きではない

37 0

好き
・８かきで１３m→１８mになったから。 
・友だちが「頑張って」と励ましてくれたから。 
・始めよりも上手くなっていたから。 
・友だちや先生のアドバイスのおかげでクロールを楽に泳げるようになったから。 
・８かきで何mいけるかという授業をしたから。 
・自分のベスト以上泳げるようになるととても嬉しいから。

４　おわりに◯成果

０～１０ｍ １１～２０ｍ ２１～２５ｍ 見学

2 2 29 4

泳力調査から（単元後）

◯児童の様子

４　おわりに
◯成果（児童の振り返りから）
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４　おわりに
◯成果（児童の振り返りから）

４　おわりに
▲課題
・全ての児童が効率的な手のかき方などを使って 
　２５mを泳ぐことはできなかった 
・児童のICTや写真の活用による、より具体的な 
　相互評価 
・キャッチアップ→より運動効率の良いクロールへ 
◎ストローク動作による推進、ローリングへの気付き 
　があった 
・より客観的な評価方法の検討 
◎検討 
・５・６学年「安全確保につながる運動」の実践 
・本実践を「平泳ぎ」につなげる

実践報告 
児童が主体的・対話的に学び合い、 
課題解決を図る水泳授業を考える 

～第５学年「８かきストロークゲーム」～

香川県高松市立十河小学校 
教諭　　三木　寿人

mikihide.1006@gmail.com

第１８回学校水泳研究会　２０１８年６月２日（土）　会場：鳴門教育大学
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８かきストロークゲームのねらいと効果 

第１８回学校水泳研究会 
平成３０年６月２日 鳴門教育大学

香川大学教育学部 
石川雄一

８かきストロークゲーム

5かきストロークゲーム 「５かき＋オリンピック」 
教材名『５かきンピック』

香小研高松支部体育部会 
高松北ブロックの研究 

「子どもと共に創る」水泳授業 
～リズミカルに続けて長く泳ぐことができる授業づくり～

『８かきンピック』

かき（ストローク動作）にこだわる
８かきで進む距離を伸ばす

１かき、１ストロークで進む距離を伸ばす

Stroke Length（SL）…ストローク長

日本水泳連盟科学委員会レース分析プロジェクト

https://goo.gl/icBy9P　

主要レースの分析結果の公表

2018ジャパンオープン 
５０m自由形B決勝データ

データ＞時間情報 
区間の泳速度（m/sec.） 

ストロークタイム（sec./stroke） 
ストローク長（m/stroke）

泳速度とストロークレイト、ストローク長との 
関係に関する先駆的な研究（1979年）

Albert B.Craig,Jr 他
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この文献がレース分析に関する論文としては最古かも？

Swimming Ⅲ  1979

アメリカ 
オリンピック選考会 

1976年と1984年レース分析 
データ比較研究
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Stroke Length（SL）…ストローク長 
　　・ひとかきで進む距離（m/stroke) 
Stroke Frequency …ストローク頻度 
Stroke Rate（SR）  
　　・単位時間当たりのストローク数（stroke/min.） 

泳速度（m/s) = SL（m/stroke) × SR（stroke/min.）

泳ぎの評価　Swimming Strokes Parameters

SL（ストローク長）を意識する練習方法 
①DPS（distance par stroke） 
25m、50mを何ストロークで泳ぐかをカウントしながら 
なるべく少ない回数で繰り返す練習 
＞「８かきンピック」と同じコンセプト 

②ストロークタイム 
25m、50mのストローク数と泳いだタイムを合計し、 
その数字を少なくする（速く泳ぐがストローク数は増や 
さない）練習

Stroke Length（SL）…ストローク長 
　　・ひとかきで進む距離（m/stroke) 
　　　ストロークメカニクス（技術）向上の評価 
　　　ストロークの出力（筋力、パワー）向上の評価 
Stroke Rate（SR）…ストローク頻度 
　　・単位時間当たりのストローク数（stroke/min.）　　　 
　　　パワー持続力向上の評価 

筋力やパワーが未発達の児童に 
おいては、ストローク技術向上 
が泳能力向上の鍵になるのでは

呼吸について
　現在の哺乳類は系統的に太古の魚類を継承した身体構造や機能を持っ
ている。エラのような呼吸のため だけに存在した器官はほぼ消滅し、身
体を動かす筋肉に変わってしまった。エラは心臓などの内臓と同じよう
に、自分の「意思」とは無関係に働く神経系で あるが(自律神経系)、ヒ
トの呼吸は自分の「意思」でも制御できる神経系(随意神経系)によって
も支配されているので、水泳運動などではどうしても呼吸が意識的に
なってしまう弱点がある。 
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ヒトの呼吸運動は、必然的に上肢を 
動かす筋肉と連動する仕組み

深呼吸などの運動での呼吸の出し入れと腕を 
広げたり、すぼめたりする動作が連動する

背泳ぎとクロールにおける腕動作と呼吸の連動

「呼気」 「吸気」

宮畑虎彦「新しいクロール」S47 
不昧堂新書　昭和47年 
「かえる浮き」の章

　かえるが顔を上げて浮いているのを見ると、前足
を前下に軽く伸ばし、後足は膝を曲げている。水中
に伏した姿勢で両腕を前下に伸ばすのは、少々練習
が必要である。ただ、腕が伸びるというだけでなく、
同時に両肩が前に出ていなくてはならないからであ
る。両肩が前に出ると胸がへこみ、背中が丸くなっ
て浮きやすい姿勢ができる。・・・

　教える側の人は、自分で浮身をするとき完全に力
を抜いていると思っている。しかし、それは思い違
いで、実際はかなりの力を入れているはずである。
ただ、慣れによって、意志的に努力しなくても、筋
肉が働いてくれているため、それを感じないだけの
ことである。

両肩を前に出す＞背中を丸める 

肩甲骨を広げる

下半身を引き上げる 

体幹の締め

かえる浮きの習得のコツ

「水の上を走れ」 
ー新しい泳法を求めてー 

泳法の進化研究会編

ESK泳法の基本姿勢

ダルマ浮きで浮いた身体の位置を
保つには、肩関節と股関節の使い
方が大きく関わります。

ここで大切なのは、膝を伸ばしてしまわな
いということです。膝を伸ばして水面近く
に持ってくると、股関節が伸びた状態すな
わち肩から膝までが一直線になるような姿
勢となり、腰が反って足腰が沈みやすくなっ
てしまいます。

従来泳法：「け伸び」を基本＝水面下に身体

ESK泳法：「浮き身」を基本＝水面上に身体
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第１８回学校水泳研究会  
 
              
 鳴門教育大学 2018.6.2． 

 
 

筑波大学  椿本 昇三 

＜発表内容＞ 
・新学習指導要領䛾解説 
   「安全確保につながる運動（小学校）」 
  「安全確保䛾ため䛾泳ぎ方（中学校」 
 

・具体的な泳ぎ方について 
 

・今後䛾課題 
 

新学習指導要領  
保健体育科改訂䛾キーポイント 

1. 「何ができるようになるか」（教育を目指す資質・能力） 
2. 「何を学ぶか」（教科等を学ぶ意義と、教科等間・学校段階
間䛾つながりを踏まえた教育課程䛾編成） 

3. 「ど䛾ように学ぶか」（各教科等䛾指導計画䛾作成と実施、
学習・指導䛾改善・充実） 

4. 「子供一人一人䛾発達をど䛾ように支援するか」（子供䛾発
達を踏まえた指導） 

5. 「何が身に付いたか」（学習評価䛾充実） 
6. 「実施するために何が必要か」（学習指導要領等䛾理念を
実現するために必要な方策」 

 保健体育科䛾目標 
         

・知識、技能 
 
・思考力、判断、表現力等 
 
・学びに向かう力、人間性等 
 
（資料参照） 

 指導要領改訂に関する社会的背景 
         

・ダイバーシティ(diversity)＆inclusion
（抱合／包括）:  
  多様性䛾社会（共生社会䛾推進・ 
     豊かなスポーツライフ䛾実現） 
 
・ICT  (Information and 
     communication technology): 
  情報通信技術（タブレット等ツール） 

・知識と技能䛾一体化 
・多様性に基づく授業形態 
・ICT利用䛾教材開発 
・Active Learning：  
  能動的学習（グループ・振り返り） 
・思考、判断、表現を評価するため䛾 
  カテゴリー別 

 学校体育水泳に関する改善䛾要点 
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新学習指導要領解説 

文部科学省で䛿、平成 29 年３月 31 日に
小学校学習指導要領・中学校学習指導要
領䛾改訂を行った。新小学校学習指導要
領（平成32年度）・新中学校学習指導要領
（平成 33 年度）から全面的に実施すること
とし、平成 30 年度から一部を移行措置と
して先行して実施することとしている。 

 
今回䛾改訂で小学校で䛿、以下䛾ような重要

な安全教育が付記された。 
 

小学校高学年で、「水泳運動䛿、『クロ
ール』、『平泳ぎ』及び『安全確保につ
ながる運動』で構成され，続けて長く泳
いだり、泳ぐ距離や浮いている時間を
伸䜀したり、記録を達成したりする楽し
さや喜びを味わうことができる運動で
ある。」（文部科学省HP：小学校学習指導要領解説
体育編p135参照）。 

 

小学校高学年で䛾「 安全確保につな
がる運動」䛿、そ䛾行い方を理解する
とともに、背浮きや浮き沈みをしなが
ら、タイミングよく呼吸をしたり、手や
足を動かしたりして、続けて長く浮くこ
とができるようにする。」と示されてい
る。そして、次䛾ような［例示］で説明
している。 
 

［例示］ 
• 10〜20秒程度を目安にした背浮き 
• ３～５回程度を目安にした浮き沈み 
• 運動が苦手な児童へ䛾配慮として䛿、
背浮き䛾姿勢で䛾呼吸を続けることが
苦手な児童に䛿、浅い場所で踵を付け
たまま背浮きになる姿勢䛾練習をした
り、補助具を胸に抱えたり、仲間に頭
や腰を支えてもらったりして続けて浮く
練習をしたりするなど䛾配慮をする。 

  
 

 
中学校で䛿、小学校䛾内容を受けて、 

安全教育が付記された 
 

「内容䛾取扱い」䛾中で、 
中学校で䛿、小学校高学年䛾 
「安全確保につながる運動」を受
けて、「 安全を確保するため䛾泳
ぎを加えて履修させることができ
ること。」と解説している。 

・水䛾物理的特性（水遊び・浮き沈み、 
        空間的・感覚的感性） 
 
・安全教育（水中で自己保全䛾知識・技能） 
 
・競技として䛾水泳（ルール・マナー） 
 
・生涯スポーツとして䛾水泳（自己に適した 
    運動やスポーツ䛾関わり方を見付ける。 
            「する」、「見る」、「支える」） 

水泳指導上䛾基本的な考え方 
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Knowledge（知識） 

Exeprience（経験） 

Wisdom（知恵） 

Performance 
（行動・技能） 

知識と体験
により、知恵
を生み、 
適切な行動
ができる 

知識と技能䛾関係から見る体系化 
学校体育䛾中で䛾安全教育へ䛾発展 

 「初歩的な泳ぎからつなげる安全確保䛾泳ぎ」   

    ＜浮くため䛾技術＞ + ＜進むため䛾技術＞ 

カエル足、バタ足、ドルフィンキック 
スカーリング、平泳ぎ䛾手 
（+応用できる日本泳法技術） 

    ＜立ち泳ぎ＞ （補助具）  ＜平泳＞ 

安全確保䛾ため䛾泳ぎ方 

学校体育䛾水泳における、水中で䛾 
 
安全確保䛾ために必要な泳ぎと䛿、 
 
「①浮き身、②移動に必要な技術を身 
 
に付ける」ことである。 

浮力 

抵抗 水圧 
水䛾特性 

垂
直
運
動 

水平運動 
（スピードを競う） 

・スキンダイビング 
・スクーバダイビング 

(

潜
る) 

競技スポーツ 
・競泳 
・水球 
・シンクロ 
・飛込 

・水中安全教育(着衣䛾ままで䛾泳ぎ) 
・水中運動 水中ウォーキング等 

＜遅い ㏿い＞ 

＊点線䛿、各特性が強く 
   関与している種目を示している 

＜水面＞ 

水温：授業実施䛾 
           目安䛿23度以上 

図．水䛾物理的特性について 

＜水中＞ 

泳㏿度 

浮く 呼吸 進む 

水慣れ；陸上で䛾運動をそ䛾まま持ち込む 
（水に対し抱く不安感や不快感による心身䛾緊張䛾除去） 

浮く・もぐる 
止息 

浮く・もぐる
運動 
呼吸法 

立体 
 

水中
䛾 
克服 

平体 
 

姿勢
䛾 
克服 

ボビング 
䛾重視 

だるま浮き 
䛾重視 

伏し浮き系 背浮き系 

け伸び重視 

浮沈系 

補
助
䛾
活
用 

浮く運動 
（平体） 
止息・脱力 

浮沈系運動 
呼吸法 

クロール・背泳ぎ 
（左右交互型） 

歩行 
ハイハイ 

ジャンプ 
（両脚） 

平泳ぎ・バタフライ 
（左右対称型）   

横向き系 

（大庭作図）   

浮く・もぐる 
止息 

浮く・もぐる
運動 
呼吸法 

伏し浮き系 

背浮き系 

浮沈系 

浮く運動 
（平体） 
止息・脱力 

浮沈系運動 
呼吸法 

横向き系 

進む 手足＋呼吸法 

浮く 姿勢＋止息 

吸う・止息・吐く 
 
呼吸法 呼吸動作 
（Cr；横向き＋左右）  
（Br;浮沈＋首と手） 
（Ba;姿勢＋呼吸法） 
（横;姿勢、横向、呼吸法） 

 
 
 
 
 
      
             
 
 
 
 
 

水泳競技２ 

 
 
 
 
 
      
             
 
 

水泳競技１ 

 
 
 
 
 
 
      

水泳運動２ 

呼吸をしながら浮いて進むこと 

呼
吸
を
し
な
が
ら
浮
き
沈
み
す
る
こ
と 

 
 
 
 
 

水泳運動１ 

 
 

 
泳ぐ運動 

水遊び 
 
 

自己保全に繋がる能力 

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
繋
が
る
能
力 

浮く 

進
む 

充
分
な
浮
上
力
の
獲
得 

安定した平体姿勢䛾獲得 

ボビング だるま浮き 
け 伸 び  

移動する 

浮く・ 
もぐる 

浮いて進む 

もぐる 
浮く 背浮き 

浮き沈み 
上下動 

補助具 

浮き 
続ける 

初歩的 
な泳ぎ 

 
姿勢 
手足 
呼吸法 

推進力䛾生成（手足） 

浮
上
力
の
生
成
（
手
足
） 

各種 
泳法 

 
姿勢 
手足 
呼吸法 
連動 

スカーリング 巻き足・あおり
足 

呼
吸 

心 

着衣泳 

飛込・水球・シンクロ 
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水泳䛾事故防止に
関する心得と実践
する能力を学ぶ 

上級䛾泳ぎを 
目指す 
（泳法䛾技術を 
正確に習得する） 

運動観察䛾方
法などを理解
する 
（見学者対応） 

＜小学校3・4年生＞ 
泳ぐ運動，呼吸をともない水中を
進む 
＜小学校1・2年生＞ 
水遊び，水慣れ，楽しい活動 

＜中学校1・2年生＞ 
泳法䛾学習 
（クロール，平泳ぎ，背泳ぎ，バタフライ） 
＜小学校5・6年生＞ 
泳法䛾学習（クロール，平泳ぎ） 
（小学校と中学校䛾つながりを大切に） 

＜中学校3年生・高等学校1～3年生＞ 
効率よく長く㏿く泳ぐ 
複数䛾泳法で泳ぐ（リレーを含む） 
（中学校と高等学校䛾つながりを大切に） 

技能 

初歩的な泳ぎ 

中級䛾泳ぎを 
目指す 
（技術䛾名称を 
 理解する） 

    理論 
意欲・関心・態度 

簡単な水泳䛾知識 

生涯スポーツ䛾水泳について理解する 

＜水泳系領域䛾内容と狙い䛾概略図＞ 
 

安全確保䛾運動（泳ぎ） 
運動䛾技能＜小３～小４＞ 

 
 ・進むため䛾手と足䛾動作 
      ボビング・バブリング、補助具なしで伏し浮き 
      け伸び、面かぶりクロール 
  
  ・呼吸を加えた「初歩的な泳ぎ」 
      補助具を使い、呼吸をしながらある程度泳ぐ 
    

      ・安全確保につながる泳ぎ（背浮き等） 
       

Elementary Stroke 
エレメンタリー・ストローク 

（初歩的な泳ぎ） 

   ＜Elementary Stroke＞ 
  
・泳法習得䛾方法で、細かな泳法䛾形に 
こだわらず、「浮いて呼吸をすること」を 
重視しながら、推進力へとつなげていくこと。 
 
・既成概念にこだわらず、泳法習得を可能に 
            することがポイントである。 
・今後、 
 「安全確保につながる運動として䛾発展」 
                   が期待される。 
 

  人䛿習わないと泳げない 
（泳げれ䜀命䛿守れる䛾か？） 

   

  ・人䛾泳ぎ方䛿個性豊か（十人十色） 
                       
 
 

  ・泳ぎを評価する時䛿、 
                 先入観を持たないこと 
          （既成概念を捨てる） 

＜安全確保につながる運動？＞ 
 
 
 
 
 
 

浮くことができる 
 

呼吸ができる 
 

進むことができる 
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泳法評価から考える 
安全確保䛾ため䛾運動・泳ぎ 

1. 䛾構㐀を理解する(運動構㐀） 
   プル・キック・呼吸・ストリームライン姿勢 
 
2. 推進力䛾出し方 
    FFタイプ（プル中心） 
    FRタイプ（キック中心） 
    4Wタイプ（プル・キック䛾タイミング） 
 

例：初歩的な泳ぎから考えるー安全確保につながる運動ー  

主な推進力 呼吸とタイミング 

   タイプ 
 キック プル 

・初歩的な 
背浮き 

バタ足 ボビング（手䛾動き） 

・初歩的な 
平泳ぎ 

（含むドル平） 
  

カエル足・ 
ドルフィン 

平泳䛾プル 
（スイープ） 

 
エレメンタリー 
バック・ 
ストローク 

プル（ロング 
アームプル） 

 
ウンパー法 

 

  カエル足 
（ウイップキック） ― 

 
 
 
 

今後䛾「安全確保につながる運動・泳ぎ」 
を発展させるため䛾考え方 

 
 ・「技術䛾名称や行い方などを理解する」 

・そ䛾運動を身に付けることができるようにすることが 
 重要である。そ䛾際、自己䛾課題を発見し，合理的 
 な解決に向けて運動䛾取り組み方を工夫する。 
・自己䛾考えたことを他者に伝えることができるように 
 する。さらに、安全教育䛾一環として、 
 「一人一人䛾違いに応じた課題や挑戦」を意欲的 
 に認めながら、健康や水中䛾安全確保に気を配る 
 ことができるようにする。 

提言：安全確保につながる運動・泳ぎ䛾プログラム開発を考える 

日本泳法䛾概念 
日本泳法䛾歴史 

安全な泳法と䛿？ 
立体泳（巻き足等） 

横体泳（扇足） 
平体泳（カエル足） 
スピード・パワー 
平衡性・調整力 

安全な 
水泳教育 
と䛿？ 
学校体育
水泳で、
何ができ
るか？ 

How to 
swim 
(技能） 

安全教育
䛾概念 

運動能力 

今後䛾課題 
・安全確保につながる運動・泳ぎと䛿、 
                具体的に䛿何な䛾か？ 
・泳げ䜀、助かる䛾か？ 
 
・学校体育䛾水中安全教育䛿、 
                                ど䛾ように学習する䛾か？ 
・安全教育䛾啓発活動䛿、ど䛾ようにする䛾か？ 
 
 最後に、今後多く䛾課題を解決する必要がある。 
 また、「水中で䛾安全確保につながる運動・ 
       泳ぎ」䛾プログラム開発が急務である。 
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小学校における 
泳力基準表の活用について 

 
大庭　昌昭 

（新潟大学・人文社会科学系） 

本日の内容 
1. はじめに 
　泳げるとは？　可泳距離の議論 
　泳力基準表について 
2. アンケート調査について（中間報告） 
　基準表の有無　活用の有無　内容の差異 

3. まとめ（目指していること） 
　国民皆泳につながる泳力基準表の作成 

１　はじめに 

泳げるとは？ 
日高＊（2008） 
＜泳げる基準に関する研究報告や文献は見当たらない＞ 
＜経験を踏まえ各々の基準を指標として後世に伝えていたのでは？＞ 
 
◎可泳距離について（調査；主観的な判断） 
　小中学校段階：～25m、高等学校期：～100m 
　一般成人（過半数が支持）：50～100m（男性）25～50m（女性） 
◎浮漂能力との関係（実際；同一人物の能力から） 
　101m以上の可泳距離で浮漂能力が飛躍的に増大 
　400m以上の可泳距離で全員10分間以上の浮漂 
◎その他 
　速さにつながる傾向あり　長く潜ることにつながる傾向あり 

＊日高敬児（2008）、「泳げる」ということについて、佐賀大学 

泳げるとは？ 
日高敬児（2008）「泳げる」ということについて 
＜泳げる基準に関する研究報告や文献は見当たらない＞ 
＜経験を踏まえ各々の基準を指標として後世に伝えていたのでは？＞ 
 
◎可泳距離について（調査；主観的な判断） 
　小中学校段階：～25m、高等学校期：～100m 
　一般成人（過半数が支持）：50～100m（男性）25～50m（女性） 
◎浮漂能力との関係（実際；同一人物の能力から） 
　101m以上の可泳距離で浮漂能力が飛躍的に増大 
　400m以上の可泳距離で全員10分間以上の浮漂 
◎その他 
　速さにつながる傾向あり　長く潜ることにつながる傾向あり 
 

 

可泳距離による評価は 
簡便かつ有効な方法であろう 

可泳距離の議論 
日高敬児（2008）「泳げる」ということについて 
＜7つの項目＞ 
1.浮漂能力　2.距離泳能力　3.速泳能力　4.潜水能力	

5.飛び込むことができる　6.水中自在性能力　7.水中で溺れない	

◎可泳距離（2.距離泳能力）は、1. 3. 4. へ繋がる 
 

Ø 可泳距離だけの評価で良いのか？ 
（１）ある程度泳げるようになった後は？ 
（２）ある程度泳げるようになる前は？ 

調べてみよう！！！ 
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泳力基準表について 
Ø 泳力を評価するものとして、各学校で活
用している実態があるようだ。 

Ø 泳力基準表の現状把握で、前述の疑問を
改善する糸口が発見できるのでは？ 

Ø 新しく小学校学習指導要領に「安全確保
につながる運動」が示されたことは好機
である。 

Ø 新しい基準表を作成し、活用することで
「国民皆泳」に繋げたい。 

２　アンケート調査について 

アンケート項目 
１　基礎的事項　 
◯学校所在地　　　区　◯児童数　　　名（男子　名　　女子　　名） 
 
◯水泳系授業の平成29年度実施回数について 
第１学年；実施回数（　回　時間）第２学年；実施回数（　回　時間） 
第３学年；実施回数（　回　時間）第４学年；実施回数（　回　時間） 
第５学年；実施回数（　回　時間）第６学年；実施回数（　回　時間） 
 
◯プール授業の実施形態について。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 
・１回の授業で、どれくらいの学級数、人数が入水するのか 
・複数学級で利用する場合、どのような組み合わせで実施するのか？ 

アンケート結果 
◯調査協力校 231 校 
(新潟市 73 校、東京都 125 校、関西 24 校、その他 11 校)  
 
◯児童数（全体:453.3±236.1 名） 

（男子 232.7±121.4 名、女子 219.4±115.5 名） 
　・新潟:372.8±246.0 名 

（男子 190.5±125.8 名、女子 182.2±120.7 名）  
　・東京:462.5±201.9 名 

（男子 237.7±103.7 名、女子 222.6±98.9 名）  
　・関西:623.7±243.8 名 

（男子 320.0±123.9 名、女子 303.7±120.8 名）  
 

アンケート結果 
◯調査協力校 231 校 
(新潟市 73 校、東京都 125 校、関西 24 校、その他 11 校)  
 
◯児童数（全体:453.3±236.1 名） 

（男子 232.7±121.4 名、女子 219.4±115.5 名） 
　・新潟:372.8±246.0 名 

（男子 190.5±125.8 名、女子 182.2±120.7 名）  
　・東京:462.5±201.9 名 

（男子 237.7±103.7 名、女子 222.6±98.9 名）  
　・関西:623.7±243.8 名 

（男子 320.0±123.9 名、女子 303.7±120.8 名）  
 

関西の平均が少し大きい 
結果に影響するか？ 

アンケート結果 
◯水泳系授業の平成29年度実施回数について 
9 割以上の学校が1 回 2 時間で授業を実施。  
全体:1 年(11.3±2.2)2 年(11.3±2.3)3 年(11.4±2.2) 

4 年(11.4±2.1)5 年(11.6±2.4)6 年(11.7±2.4)  
　・新潟:1 年(10.5±1.9)2 年(10.4±1.7)3 年(10.9±1.7) 

4 年(10.7±1.5)5 年(10.4±1.5)6 年(10.5±1.4)  
　・東京:1 年(11.7±2.2)2 年(11.8±2.3)3 年(11.6±2.3) 

4 年(11.7±2.3)5 年(12.1±2.4)6 年(12.3±2.5)  
　・関西:1 年(12.2±1.8)2 年(12.7±2.2)3 年(12.4±2.2) 

4 年(12.3±1.7)5 年(13.0±2.3)6 年(13.2±2.5)  
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アンケート結果 
◯水泳系授業の平成29年度実施回数について 
9 割以上の学校が1 回 2 時間で授業を実施。  
全体:1 年(11.3±2.2)2 年(11.3±2.3)3 年(11.4±2.2) 

4 年(11.4±2.1)5 年(11.6±2.4)6 年(11.7±2.4)  
　・新潟:1 年(10.5±1.9)2 年(10.4±1.7)3 年(10.9±1.7) 

4 年(10.7±1.5)5 年(10.4±1.5)6 年(10.5±1.4)  
　・東京:1 年(11.7±2.2)2 年(11.8±2.3)3 年(11.6±2.3) 

4 年(11.7±2.3)5 年(12.1±2.4)6 年(12.3±2.5)  
　・関西:1 年(12.2±1.8)2 年(12.7±2.2)3 年(12.4±2.2) 

4 年(12.3±1.7)5 年(13.0±2.3)6 年(13.2±2.5)  

 

新潟　＜　東京　＜　関西 
結果に影響するか？ 

アンケート結果 
◯プール授業の実施形態について。 
　学校規模に大きく影響しているようである。学年
の人数が多ければ学年毎で実施する。 
　1学年1学級など少人数の場合は低学年・中学年・
高学年などのグループで実施する。  
　1 回で入水する人数については、今後詳細に検討
していきたいと思っているが、100 名以 上（最高で 
160 名程度）が同時間に入水している学校が、予想
よりも多く存在していた。  

アンケート項目 
２　泳力基準表について 
◯貴校には、共通の泳力基準表がありますか？　 
回答【　あり　・　なし　】 
 
・【あり】の場合 
その基準表を授業（特に技能）の評価に使用していますか？ 
回答【　はい　・　いいえ　】 
どのように使用しているのか、教えて下さい。 
  
・【なし】の場合 
どのように授業（特に技能）の評価をしていますか？  
［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］ 

アンケート結果 
◎泳力基準表について  
全体「あり 74.0%」「なし 24.2%」 
「あり」新潟:56.2%、東京都 95.9%、関西 25.0%  
・地域によって違いがありそう。 
 
ありの全体「活用 92.4%」 
「活用」新潟:95.1%、東京都 88.1%、関西 83.3%  
・泳力基準表を保持している学校では、技能の評価
として継続的に活用しているようである。ただし、
泳力のみで学習評価をしているわけではない。  

アンケート結果 
◎泳力基準表について 
　「基準なし」や「評価に活用していない」と回答
した学校での評価については、今後さらに検討を進
めるが、 
　学年や学校で毎年共通の評価基準（泳力だけでは
ない。通知表に使用可能な評価など）を作成してそ
れをもとに行っている学校が多いようである。  
　したがって、活用しやすい新しい学習指導要領に
準拠した「泳力基準表」を提案すれば、多くの学校
で利用してもらえるのではないだろうか？？ 

アンケート項目 
３　平成29年度 
貴校の子どもたちの実態について　学年毎の実数を教えて下さい。 
◯泳力基準表に合わせて最も高いレベルで一人一回のみカウントし
て下さい。 
◯泳力基準表を活用していない学校では、できるだけ実態がわかる
ような資料を提示して下さい。 
（例）　　　　　　　　　　　　　　　　　　1年　2年　3年 
12級　水の中に入って遊ぶことができる　　　5名　2名　　2名 
11級　水に顔をつけることができる　　　　　9名　5名　　1名 
10級　水の中で石拾いをすることができる　　3名　12名 
9級　伏し浮きで浮くことができる　　　　　　　　　　　　8名 
8級　正しいけ伸びで進むことができる　　　　　　　　　　8名 
7級　自由な泳ぎで5m進むことができる 
6級　自由な泳ぎで10m泳ぐことができる 
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アンケート結果 
◎泳力基準表の内容について 
(1)可泳距離以前の内容と関連して　 
「顔付け」と「水中歩行」のどちらが先（易しい）
とするか？その後の「もぐる」→「浮く」→「け伸
び」は類似した流れ。  
(2)初歩的な泳ぎ(泳法までの段階)に関連して　 
クロールや平泳を学習する前段階としても可泳距離
を記している。「3m～25m」まで多様。 
短い距離を示している学校（10m 以下）では、それ
以上の距離において「泳法(クロールや平泳)による
可泳距離」を示している場合が多い。 
 

アンケート結果 
◎泳力基準表の内容について   (3)泳法の可泳距離 
「クロール(Cr)が先」「クロールか平泳ぎ(Br)のどち
らか」で別れるが、「Brが先」の学校はない。 
「Crが先」の中でも 
　「25mCr→50mCr→25mBr→50mBr」と 
　「25mCr→25mBr→50mCr→50mBr」がある。 
「CrかBrのどちらか」の中でも 
　「25mCr かBr→50mCrかBr→25m両方→50m両方」と　　 
　「25mCrかBr→25m両方→50mCrかBr→50m両方」がある。 

   特に種目を特定していない学校や50m以上の距離
が明示されている学校も存在している。  
 

まだ検討中だが 
(1) 25m(種目問わず)泳げる児童の割合について  
　新　潟「6 年生 81%、5 年生 67%、4 年生 51%」 
　東　京「6 年生 85%、5 年生 77%、4 年生 65%」 
　関西他「6 年生 84%、5 年生 73%、4 年生 59%」  
 
？地区ごとに「有意な差」があるといえるのか、基
となるデータの精査も含めて、今後詳細に検討する。 
？数字だけを見ると、やや新潟は低い傾向。 
？授業時数・入水する人数・泳力基準表の有無等、
何か影響することがあるのか、検討していく。  
 

まだ検討中だが 
(2)呼吸の習熟度が泳距離に与える影響について 
　呼吸のみに関わる泳力基準表の項目はほとんど確
認されなかった。多くの基準表が可泳距離をもとに
級が設定されている。 
「可泳距離」は、とても簡便で確実な泳技能評価基
準として、長年用いられてきたようである。 

＜より良い基準表としての検討＞ 
　？15m から 25m までの間に、一旦上達の壁が存
在しているようにも感じている？ 
　！泳力向上の為に必要な要素として「充分な呼吸
の獲得」に関連する項目を付加することを検討。 
 

スイミングクラブの進級表 スイミングクラブの進級表 
JSS, KONAMI, NAS, ITOMAN, SA, RUNE 
u 「呼吸」に関する項目が明示。 
バブリング・ボビング・連続ボビング 
 
u 「ヘルパー付」での内容が明示。 
学校で「一人一つの準備」ができるのか？ 
 
² 安全確保につながる運動との関連 
「背浮き」「浮き沈み」への流れ？ 
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３　目指していること 

まとめ 
 

何を目指しているか？ 
² 国民皆泳（小学校までに泳げる！） 
　「本当の浮き＝呼吸力を基にした浮き」→泳力⇧ 

⇧ 
² 泳力基準表を基に「指導と評価の一体化」へ 
² 泳力基準表を基に「指導能力差の解消」へ 
　　→「指導内容の厳選」🔑安全確保につながる運動 安全確保につながる運動 

⇧ 
² 現在の泳力基準表における課題の抽出 
² 泳力基準表の活用に関する実態把握 
　　→  「呼吸の能力」に関する内容の追記（明記） 

第18回学校水泳研究会 大庭昌昭：小学校における泳力基準表の活用について
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